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■主要渋滞箇所（一般道）の取扱（解除要件）フロー

主要渋滞箇所

未対策箇所 対策済箇所

速度向上要因検証

※現地状況確認等
要因有

要因不明（数年間モニタリング）

（渋滞協議論）
引き続き主要渋滞箇所
として登録する判断

（渋滞協報告）
引き続き主要渋滞箇所として登録 （渋滞協議論）

解除箇所の判断
※協議会資料等で公表（渋滞協議論）ＷＧ・道路管理者等で検証、立案

された対策 等

解除候補
箇所

大分県
渋滞対策
協議会

現地状況確認
※渋滞状況

渋滞緩和渋滞有

ＹＥＳＮＯ

主要渋滞箇所の特定要件をクリア

145箇所

145箇所 ：大分県内の主要渋滞箇所数

1箇所

144箇所 1箇所

0箇所

1箇所

0箇所

0箇所

（１）最新交通データによる主要渋滞箇所点検結果

・主要渋滞箇所の指定解除については、以下に示すフローに従い最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に渋滞
対策協議会で判断して解除を行う。



２．最新のデータによる渋滞状況のモニタリング 3

（２）最新交通データによる主要渋滞箇所と主な道路事業状況

▼大分県内の主要渋滞箇所（一般道）

区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続しており、
複数の主要渋滞箇所を含む区間

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成

主要渋滞
箇所数

145箇所

区間内の
主要渋滞箇所数

単独
主要渋滞箇所数

82箇所
（29区間）

63箇所

中津日田道路【中津三光道路】
伊藤田IC～中津IC区間
平成27年2月28日
L=3.0km開通

東九州自動車道
豊前IC～宇佐IC区間
平成27年3月1日
L=21.1km開通
椎田南IC～豊前ＩＣ
平成28年4月24日
Ｌ＝7.2ｋｍ開通

東九州自動車道
蒲江IC～北浦IC区間
平成25年2月16日
L=14.2km開通

東九州自動車道
佐伯IC～蒲江IC区間
平成27年3月21日
L=20.4km開通

佐伯弥生バイパス
平成25年3月5日
L=1.735km開通

(都）下郡中判田線
平成27年2月21日
L=0.84km開通

臨港道路 中津港線
平成27年3月22日
L=3.4km開通

大野竹田道路
大野IC～朝地IC区間
平成27年2月15日
L=6.3km開通

国道10号別大拡幅
平成26年3月20日
L=0.6km開通

国道10号古国府拡幅
平成25年1月28日
L=0.3km開通

（都）庄の原佐野線
元町・下郡工区
平成30年1月14日
L=1.2km開通

（都）中島錦町線
平成29年12月20日
L=0.64km開通

（都）片島松岡線
平成30年2月18日
L=0.58km開通

(都）岡臨海線
平成29年3月26日
L=2.5km開通

平成29年８月以降に
整備された
主な道路事業

平成25年1月以降に
整備された
主な道路事業

凡例



データ：フォローアップデータ
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（３）最新交通データによる主要渋滞箇所点検結果

●対策が行われた主要渋滞箇所の点検結果

・H25年1月以降に対策を実施した主要渋滞箇所モニタリング結果一覧を以下に示す。
・各交差点において、渋滞緩和は見られるものの、選定基準に該当しているため、「経過観察」とする。

：事業方向※交差点名の赤文字は、今回新たに追加した箇所 ※赤数字は、対策後平均速度＜20km/h

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

北 市道等（従） 13 .2 15 .0 20 .3 11 .8 13 .8 13 .9

西 国10（主） 22 .9 14 .6 19 .0 17 .0 16 .5 20 .0

東 国10（主） 25 .0 32 .0 25 .8 28 .1 23 .5 40 .4

南東 市道等（従） 9.4 5 .4 6 .0 7 .3 7 .1 8 .9

北 市道等（従） 13 .2 9 .5 14 .2 20 .5 14 .7 15 .4

北東 国10（主） 15 .3 14 .5 18 .1 33 .0 25 .5 24 .6

東 国213（従） 23 .7 12 .9 16 .2 20 .0 12 .8 13 .9

南西 国10（主） 15 .2 19 .3 20 .5 22 .2 20 .8 21 .9

南 市道等（従） 21 .1 15 .6 16 .6 12 .2 19 .4 19 .4

南 市道等（従） 14 .5 7 .8 14 .9 12 .9 6 .2 12 .5

南西 市道等（主） 23 .7 33 .6 31 .6 18 .7 29 .9 26 .1

北 市道等（従） 10 .2 8 .6 13 .3 9 .6 8 .4 9 .7

北東 市道等（主） 15 .4 17 .9 28 .7 14 .9 17 .1 19 .5

北西 国213（従） 19 .3 24 .4 21 .5 19 .9 18 .8 19 .4

北東 県629（従） 25 .5 29 .2 29 .8 30 .5 32 .7 29 .7

西 国10（主） 19 .2 29 .4 18 .8 20 .4 21 .2 25 .3

南東 国10（主） 32 .3 36 .6 39 .3 32 .3 37 .6 38 .1

北 国10（主） 18 .4 25 .9 27 .5 24 .8 32 .8 36 .7

南東 市道等（従） 13 .8 14 .3 17 .4 15 .6 16 .0 19 .7

南 国10（主） 22 .7 24 .1 26 .9 38 .7 32 .9 33 .5

東 国197（主） 36 .2 31 .3 31 .9 27 .9 20 .6 23 .6

西 国197（主） 32 .1 29 .1 31 .1 23 .7 21 .7 22 .2

北 主22（従） 11 .6 16 .2 20 .6 17 .7 16 .8 19 .9

路線名
対策後平均速度（km/ｈ）
【Ｈ29.4～Ｈ30.3】

顕徳町3丁目 国道10号古国府拡幅
交差点の新設
国道10号4車線化

H25.1 なし

選定時平均速度（km/ｈ）
【Ｈ24.4～Ｈ24.8】交差点名 対策事業名 対策内容

完了
年次

今後の
対策

方角

牧跨線橋南 （都）下郡中判田線 道路新設 H27.2 なし

堀 国道10号別大拡幅 国道10号4車線化 H26.3 なし

今後の
方針

角子原陸橋南 岡臨海線 道路新設 Ｈ29.3 なし

佐野
東九州自動車道（豊前IC～宇佐IC区間）
東九州自動車道（椎田南IC～豊前IC区間）

高速道路新設
H27.3
Ｈ28 .4

なし

大分大学入口 交差点改良 区画線の引き直し H29.2
信号

現示変更

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

【主要渋滞箇所の選定基準】
平日朝（7時～9時）または平日夕（17～19時）または休日昼（7時～19時）の
平均速度が一方向でも20km/h未満になる箇所



平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

北 国10（主） 35.8 31.6 30.2 27.6 29.5 30.2

東 主38（従） 17.6 23.2 21.3 34.5 27.8 26.4

南 国10（主） 36.5 34.9 32.5 28.2 25.9 26.8

今後の
方針

経過観察

理由

現地確認を行ったが、速度向上の
要因が把握できなかったため、今後
もモニタリングを継続する。

最新の平均速度（km/ｈ）
【Ｈ29.4～Ｈ30.3】交差点名 方角

中村北

路線名
選定時平均速度（km/ｈ）
【Ｈ24.4～Ｈ24.8】
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（３）最新交通データによる主要渋滞箇所点検結果

●対策が行われていないが選定基準非該当となった箇所の点検結果

・対策が実施されていないが、最新交通データによるモニタリングにおいて選定基準非該当となった箇所のモニタリング結果
を以下に示す。

・モニタリングの結果、１箇所を「経過観察」とする。

データ：フォローアップデータ



【開通区間】
元町下郡工区

（H30.1開通）

【長期
対策】

（都）庄の原佐野線

国　道

210
ROUTE

国　 道

442
ROUTE

至

別
府
市

国　 道

10
ROUTE

大道・金池・上野工区

L=2.2km（H20開通）

国　 道

10
ROUTE

下郡工区

H29年度事業化

中島錦町線
L=0.64km（H29.12開通）

顕
徳
町
１
丁
目

顕
徳
町
２
丁
目

顕
徳
町
３
丁
目

錦
町
２
丁
目

滝
尾
橋
東

北下郡
ガード西

加
納
西

加
納

川原瀬北

下郡工業
団地入口

（仮）元町
バス停北

広瀬橋西

広瀬橋東

高速道路

直轄国道

一般県道以上

市町村道

凡 例

＜主要渋滞箇所＞ ＜道路種別＞ ＜主要施設＞

庄の原佐野線元町下郡工区
および中島錦町線関連

その他

ＪＲ

区間

２．最新のデータによる渋滞状況のモニタリング 6

（４）庄の原佐野線元町下郡工区および中島錦町線の整備に伴う点検結果

▲ （都）庄の原佐野線（宗麟大橋）の開通式典

【道路事業】庄の原佐野線元町下郡工区（Ｈ30.1）、中島錦町線(H29.12)
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●（都）庄の原佐野線元町下郡工区および（都）中島錦町線の整備による主要渋滞箇所の点検結果（速報値）（1/2）

・（都）庄の原佐野線元町下郡工区（H30.1開通）および（都）中島錦町線（H29.12開通）の整備により一定の効果
が見られるものの、整備後間もないため、すべての箇所を経過観察として今後もモニタリングを継続する。

データ：フォローアップデータおよびＥＴＣ2 .0プローブデータ：事業方向

（４）庄の原佐野線元町下郡工区および中島錦町線の整備に伴う点検結果

※赤数字は、対策後平均速度＜20km/h

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

北西 国10（主） 9.2 7 .5 9 .8 11 .9 11 .8 14 .5

東 国10（主） 7.4 8 .9 8 .8 15 .3 13 .1 13 .2

南 市道等（従） 3.2 3 .4 4 .4 10 .5 10 .1 12 .6

北 市道等（従） 9.2 6 .0 8 .4 10 .1 8 .4 35 .4

北 市道等（従） 7.0 4 .0 6 .3 13 .6 12 .0 18 .9

西 国10（主） 15 .6 8 .3 17 .3 18 .9 26 .5 28 .6

東 国10（主） 15 .5 17 .0 21 .3 17 .0 16 .1 28 .4

南 市道等（従） 3.9 4 .5 4 .6 18 .5 13 .9 14 .5

北 市道等（従） 13 .2 15 .0 20 .3 - 18 .0 13 .0

西 国10（主） 22 .9 14 .6 19 .0 24 .6 24 .3 22 .7

東 国10（主） 25 .0 32 .0 25 .8 22 .4 17 .5 34 .1

南東 市道等（従） 9.4 5 .4 6 .0 7 .3 6 .5 10 .3

西 国10（主） 11 .5 7 .2 10 .1 18 .2 18 .8 13 .4

南 国10（主） - - - 6 .1 6 .7 13 .9

東 主21（従） - - - 18 .6 23 .8 23 .9

西 主21（主） 17 .7 13 .2 21 .9 19 .7 16 .9 22 .6

南 市道等（従） 4.0 4 .1 3 .3 15 .7 15 .7 15 .2

東 主21（主） 22 .6 23 .8 16 .9 37 .3 30 .8 26 .4

南 市道等（従） 4.4 4 .2 4 .2 18 .5 15 .6 13 .8

東 主21（主） 9.2 11 .3 9 .5 13 .6 12 .3 14 .2

北西 主21（主） 10 .0 7 .9 13 .4 18 .4 13 .5 19 .0

北 市道等（従） 3.8 4 .8 6 .2 15 .8 15 .1 17 .8

路線名
選定時平均速度（km/ｈ）
【Ｈ24.4～Ｈ24.8】

対策後平均速度（km/ｈ）
【Ｈ30.2～Ｈ30.3】交差点名 対策事業名 対策内容

完了
年次

今後の
対策

方角

顕徳町１丁目 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1
県庁前
古国府線

顕徳町3丁目 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし

顕徳町２丁目
（都）庄の原佐野線元町下郡工区
（都）中島錦町線

道路新設
H30.1
Ｈ29.12

なし

滝尾橋東 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし

錦町２丁目
（都）庄の原佐野線元町下郡工区
（都）中島錦町線

道路新設
H30.1
Ｈ29.12

検討中

北下郡ガード西 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし

経過観察

今後の
方針

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

注1）

注1）選定時の道路データには、錦町2丁目交差点の南側の新設区間が設定されていないため、南側と東側の速度が捉えられない。



平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

西 主21（主） 16.1 15.1 16.3 18.1 15.3 19.5

南 主56（従） 4.4 3.5 5.6 8.0 6.4 8.9

東 主21（主） 6.1 7.3 9.4 10.7 9.5 12.8

北 市道等（従） 7.0 3.4 5.8 - - -

北 県685（従） - - - 25.3 21.9 26.4

南 市道等（従） 2.6 2.0 3.4 12.4 7.9 12.7

北 市道等（従） 15.8 5.8 15.0 17.6 22.5 19.1

東 主21（主） 27.5 39.5 43.9 29.1 18.2 32.2

西 主21（主） 36.8 31.7 33.5 26.7 21.3 24.1

西 市道等（従） 10.6 10.1 18.6 15.0 12.9 17.0

南 市道等（主） 11.8 22.2 23.6 17.1 18.3 20.0

北 市道等（主） 29.4 26.5 36.2 27.9 23.9 20.1

東 市道等（従） 3.1 2.1 4.7 13.0 6.0 9.6

東 市道等（主） 3.2 2.9 4.4 20.4 17.9 16.3

西 市道等（主） - 11.6 44.7 - - -

西 主21（主） - - - 17.6 11.7 14.8

北 市道等（従） 37.1 12.3 18.8 18.5 13.9 18.2

南西 市道等（従） 16.6 24.3 21.8 18.4 18.1 18.0

北 国10（主） 37.4 16.7 34.2 29.6 25.8 29.9

北西 市道等（従） - 12.3 26.3 - 9.9 8.5

南 国10（主） 34.5 36.1 36.3 19.2 24.2 30.3

北西 市道等（従） 11.2 11.1 11.7 12.4 16.0 15.1

北東 国10（主） 10.9 12.7 14.6 10.8 13.8 16.2

南西 国10（主） 16.5 19.9 27.0 20.8 20.2 26.9

南東 市道等（従） 5.6 5.6 7.4 22.4 18.0 17.0

北西 市道等（従） 20.8 14.8 18.9 26.5 29.2 28.5

南西 市道等（主） 13.2 8.3 16.0 28.3 21.8 24.3

北東 市道等（主） 15.5 10.9 14.3 39.1 18.2 21.9

加納西 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし 経過観察

検討中

川原瀬北 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

経過観察

今後の
方針

広瀬橋東 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし

広瀬橋西 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 検討中

（仮）元町バス停北

路線名

選定時平均速度（km/ｈ）
【Ｈ24.4～Ｈ24.8】

対策後平均速度（km/ｈ）
【Ｈ30.2～Ｈ30.3】

下郡工業団地入口 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし 経過観察

加納 （都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1 なし

（都）庄の原佐野線元町下郡工区 道路新設 H30.1

方角交差点名 対策事業名 対策内容
完了
年次

今後の
対策

２．最新のデータによる渋滞状況のモニタリング 8

●（都）庄の原佐野線元町下郡工区および（都）中島錦町線の整備による主要渋滞箇所の点検結果（速報値）（2/2）

データ：フォローアップデータおよびＥＴＣ2 .0プローブデータ

（４）庄の原佐野線元町下郡工区および中島錦町線の整備に伴う点検結果

※赤数字は、対策後平均速度＜20km/h ：事業方向

注2）

注2）加納西交差点の北側は、選定時と最新データで対象道路が異なる。（Ｈ27.2（都）下郡中判田線開通）

注3）下郡工業団地入口交差点の西側は、選定時と最新データで対象道路が異なる。（Ｈ30.1宗麟大橋の開通）

注3）



国　 道

210
ROUTE

至

別
府
市

国　 道

10
ROUTE

国　 道

10
ROUTE

中島錦町線
L=0.64km（H29.12開通）

顕
徳
町
１
丁
目

顕
徳
町
２
丁
目

顕
徳
町
３
丁
目

錦
町
２
丁
目

滝
尾
橋
東

北下郡
ガード西

加
納
西

加
納

川原瀬北

（仮）元町
バス停北

広瀬橋西

広瀬橋東

（東元町）
至

明
野

南下郡東下下郡工業団地

151 123

224

545

424

0

100

200

300

400

500

600

700

800

開通前

（H29.11.9）

開通後

（H30.5.17）

滝尾橋

宗麟大橋

広瀬橋

交通量（百台/日）

▲橋梁別交通量の変化

滝尾橋
22％減少

広瀬橋
18％減少

696
771

（78％）

（55％）

（22％） （16％）

（29％）

・H30.1.14に開通した宗麟大橋の整備により、交通量では並行して隣接する橋梁で約２割減少し、渋滞長では大分臼杵線
の特に市街地側で緩和・解消が図られるなど一定の効果が見られている。
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【宗麟大橋開通前後の交通量及び渋滞長の比較】

▲渋滞長の変化

（主）大分臼杵線

国道10号

国
道
10
号

（主）大分臼杵線

上段：開通前 Ｈ27.9.10（木）
下段：開通後 Ｈ30.5.17（木）

朝 ： 郊外→中心市街地方向
夕 ： 中心市街地→郊外方向

高速道路

直轄国道

一般県道以上

市町村道

凡 例

＜主要渋滞箇所＞ ＜道路種別＞ ＜主要施設＞

庄の原佐野線元町下郡工区
および中島錦町線関連

その他

ＪＲ

区間

（４）庄の原佐野線元町下郡工区および中島錦町線の整備に伴う点検結果

滝尾橋



17時台
18時台

17時台
18時台

開通前
（H29.3）

開通後
（H30.3）

7時台
8時台

7時台
8時台

開通前
（H29.3）

開通後
（H30.3）

▲宗麟大橋開通による走行速度の変化

・宗麟大橋の開通により、国道10号及び大分臼杵線における「顕徳町１丁目交差点～北下郡ガード西交差点」の渋滞が
緩和され、顕徳町１丁目と明野南間の通勤・帰宅時の所要時間は片道３～５分の短縮となった。
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※ETC2.0プローブ情報 開通前(H29.3)
開通後(H30.3)

顕徳町1丁目→明野南 平日の夕ピーク

50 ～

40 ～ 50

30 ～ 40

20 ～ 30

0 ～ 20

凡例　　　（単位：km/ｈ）

進行方向

進行方向

- -

速度向上

速度向上

13.4分 13.0分
9.4分

9.7分
0.0分

4.0分

8.0分

12.0分

16.0分

17時台 18時台

開通前（Ｈ29.3） 開通後（Ｈ30.3）

（分） 夕ピーク時の所要時間の変化（顕徳町1丁目→明野南）

-4.0分 -3.3分

14.8分 12.2分
10.2分 9.4分

0.0分

4.0分

8.0分

12.0分

16.0分

7時台 8時台

開通前（Ｈ29.3） 開通後（Ｈ30.3）

（分） 朝ピーク時所要時間の変化（明野南→顕徳町1丁目）

-4.6分 -2.8分

明野南→顕徳町1丁目 平日の朝ピーク

※国土地理院地図を使用

（４）庄の原佐野線元町下郡工区および中島錦町線の整備に伴う点検結果
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（１）渋滞対策の基本方針（大分県全体） 出典：平成27年度第1回大分県交通渋滞対策協議会資料より抜粋

概要

大分県
市街地
の状況

・大分県は、山地が多く平地が少ない地形であり、土地利
用も県土の約７０％を林野が占めており、可住割合は２７、
９％と九州の中では低い割合となっている。

・主要都市人口比率は大分市４０％、別府市１０％、中津
市７％、日田市６％、佐伯市６％となっており、大分市に
集中している状況。

・流動方向は東九州自動車道や国道１０号などの南北方
向の他、大分自動車道や国道２１０号などの東西方向な
ど、県を超える広域の流動がある。また、大分市から熊本
方面へ国道５７号や、中津市から日田市への国道２１２号
などの流動がある。

・県庁所在地である大分市は、周辺市町との結びつきも強
く、別府市・由布市・臼杵市などから多くの交通が流出入
している。

道路
交通
状況

・県民活動に著しい影響を与えている道路交通渋滞は、朝
夕のピーク時や休日など交通集中により、県内各地で発
生。

・特に大分エリアで集中しており、全体の約７割（１００箇所
/１４７箇所）が集中。

１．大分県の概況

２．方向性

３．大分県全体の交通流動

概要

総合
対策等

・地域間の連携・交流・連結機能を強化する中九州横断道
路・中津日田道路などの整備を進める。

・マイカーによる通勤、通学の公共交通へのシフト促進策
や自転車通行空間の整備による自転車利用促進などを
進め、ソフト対策としての交通渋滞軽減を進める。

道路
整備

・道路交通円滑化を図るため、広域ネットワークの充実や
現道拡幅、交差点改良などのボトルネック（円滑な流動を
妨げる隘路となる部分）対策を計画的に進める。

■県内の主要渋滞箇所が集中する大分エリアにおいては、関係者で構成する検討部会において、更なる対策検討及び対策効果
を検証してまいります。その他の「地域の主要渋滞箇所」については、各道路管理者等により渋滞分析を進め対策検討及び
対策効果を検証してまいります。

基本方針

大分エリア
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（２）渋滞対策の基本方針（大分エリア）

国、大分県、大分市
西日本高速道路㈱

大分県警 大分運輸支局 大分市

１．大分エリアの概況

２．現在の対策等

３．大分エリアの主要渋滞箇所と現在の対策等

概要

大分
エリアの
概況

・大分市は県人口の約4割が集中する県都であり、製造品出
荷額が全国の市区で第4位（2.5兆円）を誇るなど、全国でも
有数の商工業都市である。

・市街地は、大分駅周辺を拠点に臨海部や内陸部に広がっ
ているが、大分川や大野川によって東西に分断されている。

・ＪＲ日豊本線の高架化（Ｈ24.3開業）、大分駅ビルなど、新
たな都市開発が進んでいる。

道路
交通
課題

・都市の骨格をなす道路は、国道１０号が南北に、国道１９７
号、２１０号、４４２号などが東西に走り、放射網構造を形成
している。

・周辺市町や郊外住宅地から都心への交通集中により、朝
夕ピーク時には国道１０号、１９７号、２１０号などで交通混
雑が発生し、特に道路の少ない渡河部での渋滞は顕著。

・主要渋滞箇所において交通運用や交差点形状等による局
所的な交通混雑が発生している。

概要

総合
対策等

・大分市では、将来都市像や都市づくりの基本理念を定めた
『都市計画マスタープラン』によりまちづくりを進めており、
『交通施設の整備方針』については、都市間の連携強化や
交通需要マネジメント（ＴＤＭ）の推進など、４つの基本理念
を掲げ、円滑な交通体系の実現に向け取り組んでいる。

・現在概ね２０年後の大分都市圏のビジョンを示す、大分都
市圏総合都市交通計画の策定を大分県・大分市で行って
いる。

道路
整備

・庄の原佐野線（橋梁部）、国道10号高江拡幅、国道197号
鶴崎拡幅、国道442号宗方拡幅の整備など

 放射状幹線道路および
渡河部の渋滞が顕著

■関係者で構成される検討部会において、『大分都市圏総合都市交通計画』等を踏まえ、さらなる対策検討及び対策
効果を検証してまいります。

基本方針

交通事業者エリア自治体運輸局警 察道路管理者

鉄道、バス等

出典：平成27年度第1回大分県交通渋滞対策協議会資料より抜粋
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（３）大分県及び大分エリアにおける渋滞対策の進め方

・大分県および大分エリアにおいては、各道路管理者等及び交通事業者との連携を図りながら、ハード・ソフトの両面から渋滞
対策を推進していく。

○短期・中期対策の道路
整備推進

○ピンポイント対策の検討
実施

○官民連携による渋滞対策
の実施

○ソフト対策等の検討実施

・「今後対策を検討」する必要がある主要渋滞
箇所について、国・県・関係市町と協議を行う。

・各道路管理者等により渋滞分析を進め、対策
検討及び対策効果を検証する。（大分県内）

・大分都市圏総合都市交通計画等を踏まえ、
さらなる対策検討及び対策効果を検証する。
（大分エリア）
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大分エリア

・県内の主要渋滞箇所の約３割（45/145）が大分市外に点在している。
・これらの箇所に対しては、国・大分県・関係市町において、渋滞要因
を分析し、その結果を踏まえて対策を検討する。

▼主要渋滞箇所の内訳

▼渋滞対策メニュー（大分市外）

（４）大分県の主要渋滞箇所の現状と渋滞対策の方針

注) 主要渋滞箇所のうち、

○：区間内の交差点

□：交差点 を示す

短期対策 （都）山田関の江線西野口町
短期対策 国道10号豊前拡幅
短期対策 （都）祇園洲柳原線
中期対策 （県）中津高田線角木工区
中期対策 （県）鍋島植野線 植野２工区
中期対策 国道212号日田拡幅

短期および中期対策事業（大分市外）

主要渋滞箇所

経過観察

短期

中期

今後対策を検討



71

45

46
52
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48
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（
都
）
中
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錦
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（都）鶴崎駅前松岡線

（
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県
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前
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国
府
線

（都）鶴崎駅前松岡線

（都）外堀西尾線

40

25

1419

76
42

26

73 96

大分市役所

2192
93

18

94

20

69

36

16

66
30
63

79

65

61

32

27

15

41
57

81

58
13
70

83
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55

72
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3

7

8

10

11

17

35

43

49
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67

68

74

77

85

87

88

12
90

39

38

6

2

2231

75

84

4

53
1

98

99

89

59

5

33

24

50
91

23

8647

62

37

51

2829 9

44

100

56

95

97 34

・現在、国道10号高江拡幅、庄の原佐野線などの対策事業を進めているが、今後対策を検討する必要がある箇所は約５割（46
箇所）となっている。
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経過観察

短期対策

中期対策

今後対策を検討

凡 例

注) 主要渋滞箇所のうち、

○：区間内の交差点

□：交差点 を示す

（５）大分エリアの主要渋滞箇所の現状

▼渋滞対策メニュー

「今後対策を検討 46箇所」に
ついて、対策を講じる必要が
ある

短期対策 （県）高崎大分線御幸工区
短期対策 （都）県庁前古国府線
中期対策 国道210号横瀬拡幅
中期対策 国道10号高江拡幅
中期対策 国道442号宗方拡幅
中期対策 （都）外堀西尾線
中期対策 国道197号鶴崎拡幅
中期対策 （都）松原国宗線
中期対策 （県）小挾間大分線（片面工区）

短期および中期対策事業（大分市）



・大分エリアにおける道路交通課題は、渡河部の渋滞及び都心部への流出入交通による混雑である。
・大分都市圏総合都市交通計画に基づき、国・大分県・大分市が連携した渋滞対策の検討・実施を進める。

３．大分県及び大分エリアにおける渋滞対策の方針

大分エリアの主要渋滞箇所と現在の対策等

16

 放射状幹線道路及び
渡河部の渋滞が顕著

（６）大分エリアにおける渋滞対策の方針



国道10号高江拡幅［国］

国道442号宗方拡幅［大分県］

（都）庄の原佐野線［大分県］

国道197号鶴崎拡幅［大分県］

交通量や土地利用の状況を見極めな
がら、長期対策の整備計画を検討

渡河部周辺

東部

西部

国道210号横瀬拡幅［国］

1 県庁前古国府線 短期 市 -
2 庄の原佐野線 短期 県 H30.1供用
3 鶴崎駅前松岡線 短期 県 -
4 鶴崎駅前松岡線 短期 県 H28.3供用
5 岡臨海線 短期 市 H29.3供用
6 片島松岡線 短期 市 H30.2供用
7 中島錦町線 短期 市 H29.12供用
8 （国道10号）春日浦戸次線 短期 国 -
9 （国道197号）駄ノ原細線 短期 県 -
10 （国道442号）古国府木ノ上線 中期 県 -
11 王子町椎迫線 中期 市 -
12 鶴崎駅前松岡線 中期 県 -
13 松原国宗線 中期 市 -
14 外堀西尾線 中期 市 -
15 片島松岡線 中期 市 -
16 （国道10号）錦町三芳線 長期 国 -
17 （国道210号）萩原鬼崎線 長期 国 -
18 庄の原佐野線 長期 県 -
19 上野丘南大分線 長期 市 -
20 松原国宗線 長期 市 -
21 乙津森町線 長期 市 -

№ 街路名 供用を
目指す時期 事業者 事業進捗

・大分都市圏では、H27.9に「大分都市圏総合都市交通計画」が策定されており、その中で設定された道路混雑緩和に向けた
短期・中期対策の道路整備に取り組んでいる。
・未事業化路線についても交通量や土地利用の状況を見極めながら、必要性の検討を進める。

３．大分県及び大分エリアにおける渋滞対策の方針 17

（７）大分都市圏総合都市交通計画の事業進捗

凡 例
短期での供用を
目指す路線

中期での供用を
目指す路線
長期での供用を
目指す路線
幹線道路として都市計
画決定されている路線

事業中

事業中

未事業化

※供用は部分供用を含む出典：「大分都市圏総合都市交通計画」（Ｈ27年9月策定）



・大分県の主要渋滞箇所の内、約４割が対策検討中であるため、今後は可能な範囲で、ピンポイント渋滞対策（簡易対策）を行
い、交通渋滞の緩和を図っていく。
・主要渋滞箇所の渋滞状況、渋滞要因を整理し、現況の用地内を基本とした検討を行う。
・区画線の引き直し等により、滞留空間を確保するなど既存ストックを有効に活用して、短時間・低コストで実施可能な簡易対策
を検討・実施する。

・簡易対策が実施可能な主要渋滞箇所については、道路管理者及び交通管理者との協議を進めていく。

４．ピンポイント渋滞対策の取り組み 18

＜整備前＞ ＜整備後＞

・右折ポケットの設置
により交通の流れ
がスムーズに。

右折車両が後続
車両の進行を阻害

渋滞発生

（１）ピンポイント渋滞対策（簡易対策）

【現況用地内の対策】

※右折車線相当の幅員として、1.5m以上のふくらみをもたせる
「道路構造令の解説と運用」より



撮影位置①

撮影位置①

撮影位置②

19

【道路事業】大分大学入口交差点部の区画線の引き直し（ピンポイント渋滞対策）

・国道10号下り車線では、大分大学入口交差点の手前から走行車両が第1車線に集中し、朝夕を中心として渋滞が発生
していた。
・H29.2に行った交差点改良(区画線の引き直し)により、交通の分散が図られ、渋滞が緩和した。

対策前

対策後

直進車の合流
方法の変更

左折車線
の設置

H29.2対策実施

対策前

対策後

撮影位置②

至佐伯市

至大分市
撮影位置①

第一車線に交通が集中
至佐伯市

至大分市

撮影位置②

渋滞のため左折レーン
に入れない

撮影位置①

至佐伯市

至大分市

第2車線へ交通が分散

撮影位置②
至佐伯市

至大分市

左折がスムーズになった

第一車線に交通が集中し、慢性的な渋滞が発生

第2車線へ交通が分散し、渋滞が緩和

４．ピンポイント渋滞対策の取り組み
（２）ピンポイント渋滞対策（簡易対策）＜国道10号大分大学入口交差点＞
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▲対策前後の渋滞長の変化

0

50

100

150

200

対策前 対策後

160ｍ

0ｍ

渋滞解消

（ｍ）

Ｈ29.1.25（水） Ｈ29.3.8（水）

大分市街方面から大分大学
入口交差点への流入



18.4

25.9

27.5

24.8

32.8

36.7

0 10 20 30 40

平日朝

平日夕

休日昼

対策前 対策後

13.8

14.3

17.4

15.6

16.0

19.7

0 10 20 30 40

平日朝

平日夕

休日昼

対策前 対策後

22.7

24.1

26.9

38.7

32.9

33.5

0 10 20 30 40

平日朝

平日夕

休日昼

対策前 対策後

20

【道路事業】大分大学入口交差点部の区画線の引き直し（ピンポイント渋滞対策）

・最新の速度データでは、国道10号の流入部において速度が向上し、上り車線・下り車線ともに20km/ｈ以上となったが、
市道からの流入の渋滞は解消されていない。
⇒依然として主要渋滞箇所の選定基準（旅行速度20km/ｈ未満）に該当しているため、「経過観察」とし、引き続きモニタリ
ングするとともに、信号現示変更等による渋滞対策について検討を行う。

対策前 H24.4～H24.8（民間プローブデータ）
対策後 H29.4～H30.3（ETC2.0プローブデータ）

対策前 対策後
【方向1】

国道10号（北）

【方向2】
国道10号（南）

【方向3】
市道（南東）

【対策前後の速度比較】
+6.4 

+6.9 

+9.2 

50 ～

40 ～ 50

30 ～ 40

20 ～ 30

0 ～ 20

凡例　　　（単位：km/ｈ）

至大分市街 至大分市街

至佐伯 至大分大学

対策前 H28.10～H28.12 平日7～19時（ETC2.0プローブデータ）
対策後 H29.10～H29.12 平日7～19時（ETC2.0プローブデータ）

至佐伯 至大分大学

大分大学
入口交差点

大分大学
入口交差点

４．ピンポイント渋滞対策の取り組み
（２）ピンポイント渋滞対策（簡易対策）＜国道10号大分大学入口交差点＞

20

※国土地理院地図を使用

国　道

10
ROUTE

国　 道

10
ROUTE

大分市街地

佐伯方面

佐伯方面

大分市街地

大分大学方面

国道10号

依然として
20km/h未満

+16.0 

+8.8 

+6.6 

（km/ｈ）

（km/ｈ）

（km/ｈ）

方向１ 方向１

方向３ 方向３方向２方向２

速度向上

市道からの
流入速度が
改善されていない

速度向上

▲大分大学入口交差点に流入する交通の速度



５．官民連携による渋滞対策の取り組み 21

・人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラック、バス、タクシー等の利用者団体との連携を強化し、利用者目線

で対策箇所を特定した上で、即効性のある渋滞対策を実施。

トラック、バス、タクシー

等の利用者団体と連携

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

今年度、トラック・バス・タクシー事業者から見た渋滞箇所の対策を実施

＜トラックが渋滞に巻き込まれている状況＞

＜バスが渋滞に巻き込まれている状況＞

（１）官民連携による渋滞対策



５．官民連携による渋滞対策の取り組み 22

（２）官民連携による渋滞対策例＜国道10号西生石交差点＞

≪位置図≫

西生石交差点

主要
渋滞箇所

210
国 道

ROUTE

10
国 道

ROUTE

197
国 道

ROUTE

至 別府市

至 豊後大野市

至 臼杵市

至 臼杵市県 道

大 分
22

Ｎ

至 由布市

■急ブレーキの発生状況

・西生石交差点では従道路側から右折車の導線が不明確であり、交差点内での車両交錯が発生し、速度低下を招いている。

・導線の明確化(右折導流標示の設置)により車両交錯を減らし、渋滞緩和を行う。

5
0

5
0

5
0

右折導流標示

‼

至

別
府
市

至臼杵市 －凡例－
通常走行車両
急ブレーキ車両
錯綜車両

至

別
府
市

至

大
分
駅

至

大
分
駅

・導線の明確化により車両の錯綜を
減らし、渋滞を緩和

至臼杵市

10
国 道

ROUTE

10
国 道

ROUTE

◆導線が不明確であり、車両が錯綜
◆後続車の急ブレーキで速度低下が
発生

＜対策前＞

＜対策後＞

ETC2.0プローブデータ(H28.12～H29.2、12ｈ)
県道22号→国道10号(上り)で0.3G以上の急減速車両を抽出

Ｎ

20

15

10

5

0

急
減
速
発
生
回
数(

回)

錯綜区間

・交差点手前区間のため急
減速発生回数が多い

20km/h未満 30km/h未満 40km/h未満 50km/h未満 50km/h以上

上り

国道10号 上り

－凡例－
２０km/h未満
３０km/h未満
４０km/h未満
５０km/h未満
５０km/h以上

至

別
府
市

至

大
分
駅

・錯綜区間は
急減速発生回数が多い

・特に速度の高い危険な
急減速発生回数が多い
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12％

24％
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H22人口

16.4万人

31.0万人

44.6万人

67.0万人
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41.3万人

140.1万人

（１） 大分都市圏における問題点

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 23

・大分市は、他都市に比べマイカーへの依存度が高く、公共交通の利用率が低いことが渋滞の一因となっている。
・近年、鉄道利用者は増加傾向にあるものの、バス利用者は減少している。

【公共交通利用者数の推移】

【都市別の通勤通学手段】

▲通勤通学時の交通手段構成（15歳以上）

出典：H22国勢調査

大分市民は、マイカーへ
の依存度が高い。

▲ バス利用者の推移

10,899 10,686 10,515 10,266 10,020 10,172

8,650 8,578 8,244 8,019
7,400 7,543
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12,000

14,000

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年

(千km)(千人) 乗車人員 運転キロ数

▲ バス利用者の変化

出典：大分市統計年鑑

▲ 鉄道利用者の推移

出典：大分市統計年鑑 出典：大分市統計年鑑、自動車輸送統計、九州運輸要覧

鉄道利用者は増加傾向に
あるが、バス利用者は減
少傾向。

バス利用者数は、全国や
九州に比べ、より大きな
落ち込み。
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（１） 大分都市圏における問題点

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 24

出典：H25大分都市圏PT調査【付帯調査】

（問）公共交通の利便性が良くなれば、自動車等から
公共交通へ交通手段を変更するか？

n=24,835

変更する
6,474
26％

変更しない
9,463
38％

わからない
8,898
36％

マイカーから公共交通へ
の手段転換の可能性は、
十分にある。

▲公共交通への交通手段変更の可能性

公共交通の利用方法や利点を
知ってもらうなど、自発的な
転換を促す取組みも必要。

【公共交通利用への転換意向】

出典：H26経済センサス

▲従業人口分布（500ｍメッシュ）

【従業人口分布】

大分駅周辺および臨海部に
従業人口が集中している

大分駅
周辺

臨海部

・大分市では、大分駅周辺および臨海部に従業人口が集中しており、マイカー通勤による渋滞が発生している。
・一方、マイカー利用者の約3割は、公共交通の利便性が良くなれば、交通手段を転換する意向を持っている。
・マイカー以外の交通手段の利用を促進し、過度なマイカー依存からの脱却を図ることが必要。
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（２） 公共交通に対する市民のニーズ

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 25

・鉄道に対する利用者のニーズは、「運行本数増便」、「車内混雑緩和」、「待合・休憩スペースの充実」などが求められている。
・一方で、日常的に利用しない人は、「特に改善してほしい点はない」という関心の薄い回答が多く見受けられ、市民の公共交通
に対する意識の啓発が必要。

出典：H25大分都市圏PT調査【付帯調査】

▲鉄道駅に対するニーズ

【鉄道に対するニーズ】

▲鉄道の運行面に対するニーズ

出典：H25大分都市圏PT調査【付帯調査】

日常的に鉄道を利用する人日常的に鉄道を利用しない人
日常的に鉄道を利用する人日常的に鉄道を利用しない人

50％

30％

49％

24％

（複数回答）ｎ＝516

（複数回答）ｎ＝509

（複数回答）ｎ＝20,691

（複数回答）ｎ＝20,343

32％

8％

26％

12％

41％
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（２） 公共交通に対する市民のニーズ

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 26

・バスに対する利用者のニーズは、「運行本数の増便」、「定時運行の徹底」、「上屋設置（雨よけ）」、「運行情報の表示」 、「待合
スペースの充実」などが求められている。

・ 一方で、日常的に利用しない人は、「特に改善してほしい点はない」という関心の薄い回答が多く見受けられ、市民の公共交
通に対する意識の啓発が必要。

出典：H25大分都市圏PT調査【付帯調査】

▲バス停に対するニーズ

【バスに対するニーズ】

▲路線バスの運行面に対するニーズ

出典：H25大分都市圏PT調査【付帯調査】

日常的にバスを利用する人日常的にバスを利用しない人 日常的にバスを利用する人日常的にバスを利用しない人

（複数回答）ｎ＝20,854

（複数回答）ｎ＝993

45％

30％
44％

20％

24％

（複数回答）ｎ＝1,018

（複数回答）ｎ＝20,416

17％

42％

34％

10％

19％

39％ 25％

51％



（３） 公共交通の利用促進施策の推進

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 27

・大分都市圏ではH27.9に「大分都市圏総合都市交通計画」を策定し、目指す交通体系の実現に向けて、公共交通利用促進
施策を推進している。

出典：大分都市圏総合都市交通計画(H27.9)



（４） 公共交通の利便性向上（待合・休憩スペースの充実）

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 28

・鉄道やバスを利用する際の市民のニーズとして、待合・休憩施設スペースの充実が求められている。
・現在、ＪＲ大分駅周辺においては高速バス乗り場が分散されており、鉄道や市内交通機関等との乗継ぎが不便。
・ＪＲおおいたシティに隣接した大分市要町貸切バス駐車場の交通結節機能を強化し、公共交通等の利便性の向上を図
る取り組みが大分市において検討中。

大分県庁

大分市役所
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10

府内中央口

大分市要町貸切バス駐車場

路線バス（乗降）

【現在の機能】

空港バス（乗降）

タクシー（乗降）

一般自動車（乗降）

交流拠点（広場）

【追加機能】（検討中）

路線バス（待機・一部乗降）

高速バス（乗降・待機）

タクシー（待機）

一般自動車（整理場）

貸切バス（乗降・待機）

（時間貸し）

・バスロケーションシステム

・デジタルサイネージ
（バス発着情報）

・案内 ・チケット販売

・乗降場 ・バスの発着情報

・待合所 ・トイレ ・売店

・乗務員休憩所など

【現在の機能】 【追加機能】（H30年度実施）

府内
中央口

【交流広場】

平成27年3月整備

府内中央口

大分市要町
貸切バス
駐車場

凡 例

長距離ﾊﾞｽ発着地（現行）

長距離バスターミナル（検討）

循環バス（大分きゃんバス）

サイクルハブ

駐輪場

レンタカー カーシェア

【バス待機】【タクシー待機】

大分市要町貸切バス駐車場

210

197

周辺施設への案内や地区

一帯の空間整備を検討

（多言語化等の機能強化）



（５） 公共交通の利便性向上の検討（大分市臨海部）

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 29

・大分市の臨海部には従業員規模の大きな企業が立地しているが、公共交通の利便性が低いこともあり、マイカー通勤による
渋滞が発生している。

・今後は、臨海部における交通特性等を詳細に把握した上で、公共交通利用促進施策の検討が必要。

▲臨海部へ通勤する人の居住地
出典：H25大分都市圏パーソントリップ調査

臨海部へは西側や
南側から通勤して
いる人が多い。

■考えられる対策案の一例

・「企業向け通勤バス」の導入検討
「JR高城駅～新日鉄住金正門前～構内巡廻」ルートの通勤バスの導入を
検討し、公共交通の利便性の向上を図る。

▲考えられる対策案の一例（企業向け通勤バスルート）

6時台
17%

7時台
45%

8時台
26%

その他

12%

自動車

（運転）
79%

自動車

（同乗）

1%

路線バス

1% バイク

9%

自転車

9%

徒歩等

1%

▲臨海部への通勤手段 ▲臨海部への通勤時刻
出典：H25大分都市圏パーソントリップ調査

８割が
マイカー通勤

７・８時台に
７割の人が出勤

現在、高城駅前と新日
鐵住金正門前を結ぶバ
スルートがない。



（６） 公共交通に対する意識の啓発（公共交通マップの作成）

６．ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 30

・大分市民は、マイカーへの依存度が高く、移動の際の手段選択肢に公共交通を想定していない人も見受けられる。
・大分市では、公共交通の利用促進の取り組みとして、市域を超えて利用することが多い施設 (学校、病院、大型商業施設等)
への公共交通によるアクセス方法を詳細に記載した「大分都市広域圏公共交通マップ みんなののりもの便利帳」を作成。
・公共交通マップを広く頒布することで、市民の公共交通に対する意識の啓発が図られる。

出典：大分都市広域圏公共交通マップ みんなののりもの便利帳

【みんなののりもの便利帳の配布状況】
配布先：大分市周辺の７市１町
大分市内では、これまでに約３万部を配布
（中学校、大分バス、大分交通、ＪＲ九州など）

【配布先施設からの意見】

（中学校から） 高校までの交通手段が掲載され
ており、進路選択の参考となった。

（掲載している学校から） 新入生に配布したい
ので、人数分のマップが欲しい。
（病院から） マップを追加で送ってもらいたい。



７．今後の進め方 31

“交通渋滞対策協議会” による議論

■最新の交通データによる渋滞状況の検証

■地域の交通状況の変化等に対する専門的見地からの検証
等

“検討部会（大分エリア）及び
各道路管理者等（その他エリア）” による議論

■交通状況のモニタリング （主要渋滞箇所のフォローアップ）

■ソフト・ハードを含めた対策の検討・調整 等

■地域の交通課題の共有

・最新の交通データを収集・整理し、主要渋滞箇所の交通状況のモニタリングを継続的に実施していく。

・構築した検討体制により、モニタリング結果等を有効に活用し地域毎の渋滞対策の検討を推進する。

■主要渋滞箇所の指定及び解除の協議・判断



 

平成３０年度 第１回大分県交通渋滞対策協議会 

 

議事概要 

 

１． 日 時 平成３０年８月９日（木） １４：００～１５：２０ 

 

２． 場 所 大分河川国道事務所  別館第１・第２会議室 

 

３． 議 事 

（１）これまでの検討経緯 

（２）最新のデータによる渋滞状況のモニタリング 

（３）大分県及び大分エリアにおける渋滞対策の方針 

（４）ピンポイント渋滞対策の取り組み 

（５）官民連携による渋滞対策の取り組み 

（６）ソフト対策等による渋滞対策の取り組み 

（７）今後の進め方 

 

４． 主要議事要旨 

●庄の原佐野線元町下郡工区および中島錦町線の開通に伴い、交通量調査を実

施し、一定の効果が見られることを確認したが、開通後間もないため今後も各

主要渋滞箇所のモニタリングを継続することとした。 

 

●主要渋滞箇所のフォローアップについては、引き続き交通状況のモニタリン

グを実施し、国・県・市の道路管理者、警察及び道路利用者と地域の交通課題

を共有し、ソフト・ハードを含めた対策の検討・調整を図ることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


